
北海道警察からのお知らせ！～Ｃｙｂｅｒ Ｓｅｃｕｒｉｔｙ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

北海道警察では、子どもたちをサイバー犯罪から守るため、定期的に「Ｃｙｂｅｒ Ｓｅｃｕｒｉｔｙ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ」を発行しています。ＳＮＳの使い方や特殊詐欺の注意喚起など、子どもたちにもわ 

かりやすくまとめられています。 

2024年のＶｏｌ.3号では、「ＳＮＳ上の言葉は誤解を生みやすい」をテーマに、具 

体例を出しながら、相手の顔や声がわからないＳＮＳでのコミュニケーションの難し 

さについて説明しています。 

ぜひ、こうした資料をご家庭で活用し、ＳＮＳをどのように使えば、みんなが幸せに 

なれるのか考えるきっかけにしてください。 

                                                                       「北海道警察ＨＰ」 

発行 古平中学校                            【学校教育目標】 

№7                          ・自ら考え、正しい判断をする生徒を育てる 

令和6年10月28日                  ・温かな心を持ち、誰をも思いやる生徒を育てる 

TEL 42-2557                    ・自分に厳しく、お互いに助け合う生徒を育てる 

FAX 42-2558                    ・しなやかで、健康な体をもつ生徒を育てる 

  
変わっていくもの、変わらないもの 
 

校長   秋  元    大  

 

初雪の便りとともに、いつの間にか学校の周りの木々も色を変え、葉を落とす季

節となりました。保護者、地域の皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜

び申し上げます。 

９月２８日、学校最大の行事である古中祭を行いました。時間をかけて準備し、

よりよいものを創るために葛藤したこともありましたが、生徒がそれぞれのカラーを

遺憾なく発揮し、素晴らしい発表を披露しました。実り多い経験をするとともに、温

かく楽しい時間を共有する事ができました。  

今は「予測のつかない時代」とよく言われます。次々と行われる技術革新、玉石

混淆であふれる情報など、何をよりどころにしていいかわからないことが多くありま

す。そんな中でも、「よりよく生きる」ことを目標に、周りの人たちと協働し最適な答

えを作り出していく作業を積み重ねていくことが大切なのは、今も昔も変わらないこ

とだと考えています。 

令和６年度の折り返しを迎え、学級組織や生徒会役員も後期に切り替わり、新

たな気持ちとメンバーで取り組んでいく体制になりました。また、３年生は体験入学

や進路説明会を経て、実力をつける学習や進路への取り組みを本格的に行う時

期となりました。 

改めて自分自身の目標を確認し、なりたい自分の姿を改めて思い描き、そこに

向かって努力を積み重ねていく時期です。よりよいものを求めて一歩一歩確実に

進んでいってほしいと願っています。学校の職員も挑戦することを忘れずに取り組

んで参ります。保護者、地域の皆様には今後とも変わらぬご支援とご協力をいただ

くようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



後志管内の小中高校生が集う! ～どさんこ子ども地区会議 in しりべし 

１０月１８日（金）に、北海道教育委員会主催の「どさんこ子ども地区会議㏌しりべし」に、後期生徒会の２年生
３名がZoomで参加しました。後志管内の小中高の児童生徒が参加し、いじめ問題について議論しました。「どの
ような場面でいじめが起こるか。」、「どうすればいじめがなくなるのか」など、高校生が司会者となり話し合いをし
ました。生徒会長を中心に真剣に考え、立派に発表する姿がとても印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

PTA レク開催!～ミニバレーで交流 

１０月１８日（金）に、ＰＴＡ学年部主催のＰＴＡ親睦球技大会を開催しました。２８名が４チームに分かれ、白熱し
た試合を展開。１プレー１プレーごとに笑いと拍手が響き渡りました。お忙しい中、ご参加いただいた保護者の皆
さんありがとうございました。 

漁業について知る！～1年生・海洋教育（出前授業） 

１０月１８日（金）に、１年生を対象とした東しゃこたん漁業協同組合青年部による出前授業が行われました。前
半は、映像や実際の道具を使い、古平漁港の様子や漁の方法などについて学び、後半は、鮭を使った調理実習
を行いました。生徒は、講師の方々の協力を得ながら、捌かれた鮭を 
食べやすい大きさに切ったり、野菜を切ったりして「鮭のちゃんちゃん 
焼き」を作り、用意されたミニイクラ丼と甘エビとあわせておいしくいた 
だきました。授業を終えて、〇〇〇〇さんは、「漁をしている映像がとて 
も、迫力がありました。また、自分たちで調理して食べた料理はとてもお 
いしかったです。久しぶりに古平のイクラを食べて、改めて古平の魚の 
おいしさがわかりました。」と述べていました。 
出前授業は海洋教育としての側面はもちろんのこと、産業教育や食 

育とさまざまな学びができる機会です。地域との協力を得ながら今後 
も継続していきたいと考えます。 

「活気」あふれる古中生！～第７７回古中祭 

９月２８日（土）、第７７回古中祭が行われました。昨年同様に、来場者の人数制限を無くし、通常の形式になっ
て２度目の古中祭には、１００名を超える保護者・ご家族、地域の方々を迎え実施することができました。また、例
年行っている学年ステージ、有志ステージ、吹奏楽部演奏、全校合唱を行いました。  
今年のテーマは「活気」。テーマ通り、準備期間から「どうすればより良 

いものが創れるのか」、「ここを工夫すればいいんじゃないのか」など主体 
的に活動する「活気」あふれる姿が見られ、当日は皆で力を合わせ、創り 
あげるよろこびを感じながら、達成感や成就感を体感していました。2年生 
の〇〇〇〇さんは、「今までやったことのない長いセリフの役に頑張って挑 
戦して良かったです。人前で発表する自信がつきました」と語ってくれました。 
古中祭は１年間の行事の中でもとても大きな行事です。古中祭を通して、 
また一つ生徒たちの成長した姿を感じ取ることができました。皆様のあた 

たかな拍手、眼差しが、大きな励みとなりました。ありがとうございました。 

「ルドルフとイッパイアッテナ」の世界へ！～芸術鑑賞ワークショップ 

１０月７日（月）に、全校児童生徒が集まり、ミュージカルカンパニー・イッツフォーリーズによるミュージカル「ル

ドルフとイッパイアッテナ」を鑑賞しました。 

猫たちに扮した役者の方々が、ステージ狭しと駆け回り、歌とダンスで会場全体を笑顔にしていました。 

また、事前にワークショップを行った、小学校６年生と中学校３年生も出演し、練習の時よりも完成度の 

高いダンスを披露し、大盛況のうちに幕を閉じました。 

出演した３年生の〇〇〇〇さんは、「初めは、恥ずかしさも 

ありましたが、６年生とクラスのみんなで猫になりきれてと 

ても楽しかったし、久しぶりにライトを浴びて踊れたことが 

良かったです。」と笑顔で話していました。 

  プロ劇団によるミュージカルを鑑賞する機会は中々ない 

のではないかと思います。こうした貴重な機会からたくさん 

のことを学んでほしいと思います。 


